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八
月
以
降
急
激
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、

湯
沢
町
で
も
感
染
が
報
告

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
注
意

を
呼
び
か
け
る
印
刷
物
を

配
付
す
る
と
と
も
に
、
保

育
園
や
学
校
へ
「
う
が
い
」

や
「
手
洗
」
の
励
行
を
改

め
て
指
示
い
た
し
ま
し
た
。 

　
九
月
十
三
日
に
湯
沢
町

総
合
防
災
訓
練
を
計
画
し

て
お
り
、
自
衛
隊
や
消
防

団
は
じ
め
関
係
機
関
や
町

内
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
現
在
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
当
日
は
多
数

の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま

す
。 

　
今
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

七
月
十
九
日
に
第
七
回
湯

沢
フ
ィ
ー
ル
ド
音
楽
祭
、

二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日

に
か
け
て
第
十
一
回
フ
ジ

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
フ

ァ
ン
の
方
か
ら
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
湯
沢
町
出
身
の
テ
ノ
ー

ル
歌
手
笛
田
博
昭
さ
ん
を
、

三
人
目
の
特
別
観
光
大
使

に
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

笛
田
さ
ん
は
十
月
か
ら
イ

タ
リ
ア
へ
留
学
す
る
そ
う

で
す
が
、
海
外
で
も
「
ふ

る
さ
と
湯
沢
」
を
宣
伝
し

ま
す
と
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

　
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
ご
承

知
の
と
お
り
、
人
気
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
石
川
遼
選
手

の
品
々
を
展
示
す
る
「
記

念
館
」
が
湯
沢
町
に
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
、

先
日
石
川
選
手
の
ご
両
親

が
お
見
え
に
な
り
、
地
元

に
も
貢
献
す
る
な
か
冬
期

間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
拠

点
に
し
た
い
と
、
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後

ご
相
談
す
る
中
で
、
で
き

る
限
り
の
協
力
を
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
主
な
公
共
事
業
で
す
が
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
関
連

事
業
及
び
交
通
安
全
施
設

整
備
関
連
事
業
は
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。
又
、

中
央
公
園
多
目
的
広
場
整

備
工
事
に
つ
い
て
も
、
十

月
中
旬
の
竣
工
を
目
指
し

て
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。 

　
文
教
施
設
整
備
検
討
会

よ
り
、
小
中
一
貫
校
の
建

設
整
備
等
に
関
す
る
計
画

案
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

近
日
中
に
町
の
基
本
方
針

と
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

9月13日　湯沢町総合防災訓練が行われました 
（訓練に参加下さった日赤奉仕団の皆様と） 

平成20年度 

一般会計・特別会計・企業会計を認定 
平成20年度 

一般会計・特別会計・企業会計を認定 

歳入総額 
歳出総額 



平成20年度 

一般会計・特別会計・企業会計を認定 
平成20年度 

一般会計・特別会計・企業会計を認定 
平成20年度 

一般会計・特別会計・企業会計を認定 
平成20年度 一般会計歳入歳出決算 

平成20年度 特別会計歳入歳出決算 

平成20年度 企業会計歳入歳出決算 

平成20年度 一般会計歳入歳出決算　　　賛成多数で認定 

平成20年度 特別会計歳入歳出決算 

平成20年度 企業会計歳入歳出決算 

（当初予算  歳入歳出総額58億4,500万円） 

歳入総額 

66億6,062万6,415円 
歳出総額 

61億2,778万   352円 

差引残高 

  5億3,284万6,063円 
（次年度繰越金） 

歳入総額歳入総額 
歳出総額 

歳入総額 
歳出総額 

国民健康保険会計 収入 10億2,295万   779円 

賛成全員で  認定 支出 10億1,602万3,524円 

老人保健会計 収入 7,968万3,240円 

賛成全員で  認定 支出 7,968万3,240円 

後期高齢者医療会計 収入 7,638万8,801円 

賛成全員で  認定 支出 7,638万8,801円 

水道事業会計　賛成全員で  認定 

介護保険会計 収入 7億1,889万8,133円 

賛成全員で  認定 支出 6億8,032万7,320円 

下水道会計 収入 13億3,887万3,775円 

賛成全員で  認定 支出 12億9,173万7,999円 

（1）収益的収入及び支出 
　 事業収益 3億9,859万8,547円 
　 事業費用 3億6,020万4,446円 
　 当年度純利益 3,357万178円（税抜） 

（2）資本的収入及び支出 
　 収入 3,150万5,000円 
 支出 2億5,690万2,402円 

病院事業会計　賛成多数で  認定 

（1）収益的収入及び支出 
　 事業収益 1億2,711万9,046円 
　 事業費用 1億8,892万6,438円 
　 当年度純損失 6,247万3,089円（税抜） 

（2）資本的収入及び支出 
　 収入 2億   986万4,000円 
 支出 2億5,980万3,218円 

＊資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、 
  過年度損益勘定留保資金等で補填した。 

＊資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、 
  過年度損益勘定留保資金等で補填した。 



　
平
成
二
十
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
14
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
る
慎
重
審
議
の

結
果
、一
般
会
計
、特
別
会
計
、事
業
会
計
の
全
会
計
と
も
賛
成
全
員
又
は
賛
成
多
数
で

認
定
し
ま
し
た
。
各
委
員
会
に
お
け
る
主
だ
っ
た
質
疑
の
内
容
を
以
下
に
記
し
ま
す
。
 

平
成
二
十
年
度

平
成
二
十
年
度 

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告 
平
成
二
十
年
度 

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告 

委
員
長
　
半

澤

利

貞

 



平
成
二
十
年
度 

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告 



＊指標欄：黒字決算の場合は空欄となります。 

結果 

良好 

良好 

良好 

良好 

良好 

良好 

良好 

会　計　別 

　 

一　般　会　計 

 

　 

下水道特別会計 

水道事業会計 

病院事業会計 

　　指標項目 

実質赤字比率 

連結実質赤字比率 

実質公債費比率 

将来負担比率 

資金不足比率 

資金不足比率 

資金不足比率 

　　　　 項目の説明 

一般会計の財政運営の悪化度合 

町全体の財政運営の悪化度合 

資金繰りの程度 

将来財政を圧迫する度合 

 

経営の健全性 

指標　 

－　　 

－　　 

8.30％ 

22.30％ 

－　　 

－　　 

－　　 

判断基準 

15％未満 

20％未満 

25％未満 

35％未満 

 

20％未満 

経常収支 
比　　率 
　 

財 政 力  
指 　 数  

公 債 費 
負担比率 

実質収支 
比　　率 

湯沢町 

81.80％ 

1.353 

2.80％ 

8％ 

県平均 
（H19） 

87.60％ 

0.574 

16.90％ 

5％ 

説　明 

財源に対する人件費など
固定経費の割合、80％未
満が適正 
財政力の強弱、1を超える
ほど余裕がある、過去3年
の平均値 
財政構造の弾力性、一般
財源総額に対する借金の
割合、15％未満が適正 
財政運営の状況、赤字の
場合はマイナス 

平
成
平
成
２０
年
度 

決
算
審
査
報
告

決
算
審
査
報
告 
平
成
２０
年
度 

決
算
審
査
報
告 

代
表
監
査
委
員
　
腰
越
健
一
 

　
平
成
20
年
度
の
一
般
・
特
 

別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
 

内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
と
審
査
意
見
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
 

審
査
結
果
 

　
 
　
一
般
・
特
別
会
計
 

（
特
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
後
期
高
齢
者
医
療
・

介
護
保
険
・
下
水
道
の
5
会
計
） 

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
各
事

業
の
決
算
書
及
び
事
項
別
明
細

書
な
ど
の
決
算
諸
表
は
、
い
ず

れ
も
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
作

成
さ
れ
て
お
り
概
ね
適
正
で
あ

る
と
認
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
基
金
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
も
そ
の
設
置
目
的
に
従
っ

て
運
用
さ
れ
て
お
り
適
正
で
あ

る
と
認
め
ま
し
た
。 

　
 
　
企
業
会
計
 

（
水
道
事
業
・
病
院
事
業
） 

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
各
事

業
の
決
算
書
及
び
関
係
書
類
と

も
に
平
成
20
年
度
の
経
営
成
績

及
び
財
政
状
況
を
適
正
に
示
し

て
お
り
概
ね
適
正
で
あ
る
と
認

め
ま
し
た
。 

 

審
査
意
見
 

　
 
　
一
般
・
特
別
会
計
 

　
一
般
会
計
は
約
3
億
9
千
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
基
金
へ
の
積
み
立
て
や
町
債

の
繰
り
上
げ
償
還
、
基
金
の
取

り
崩
し
な
ど
を
加
除
す
る
と
実

質
約
3
億
3
千
万
円
の
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。 

　
財
政
の
健
全
性
な
ど
を
示
す

各
指
標
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

              

　
各
指
標
と
も
い
ず
れ
も
県
平

均
を
上
回
っ
て
お
り
数
値
上
健

全
財
政
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

人
口
減
や
景
気
低
迷
に
よ
り
町

税
収
入
が
減
少
す
る
中
に
お
い
て
、

今
後
景
気
浮
揚
対
策
や
生
活
環

境
の
整
備
、
福
祉
医
療
の
充
実

及
び
公
共
施
設
の
建
て
替
え
な

ど
に
よ
る
大
幅
な
支
出
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
行
政

組
織
の
見
直
し
な
ど
経
常
経
費

の
削
減
に
努
め
健
全
財
政
を
堅

持
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
各
特
別
会
計
と
も
一

般
会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
入
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
経
費
節
減
に
努
め
る

よ
う
指
導
し
ま
し
た
。 

　
特
に
下
水
道
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
多
額
の
借
入
金
が
あ
る

こ
と
か
ら
下
水
道
へ
の
接
続
率
向

上
を
指
導
し
ま
し
た
。 

　
 
　
企
業
会
計
 

　
水
道
事
業
は
人
口
の
減
少
な

ど
に
伴
い
給
水
量
が
減
少
し
料

金
収
入
も
減
少
し
続
け
て
い
る

う
え
、
老
朽
管
の
更
新
も
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
病
院
事
業
に
は
一
般
会
計
か

ら
2
億
3
千
万
円
の
繰
入
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
健
康

を
守
る
う
え
は
止
む
を
得
な
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も

経
営
の
安
定
向
上
に
努
め
な
が

ら
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
と

な
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。
 

　
両
会
計
と
も
経
常
経
費
の
削

減
に
努
め
健
全
財
政
を
堅
持
す

る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。 

　
 
　
町
税
な
ど
の
 

　
　
　
滞
納
に
つ
い
て
 

　
町
税
の
約
13
億
9
千
万
円
の

ほ
か
国
保
税
・
下
水
道
使
用
料
・

町
有
地
貸
付
料
な
ど
総
額
16
億

円
弱
に
及
ぶ
滞
納
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
昨
今
の
大
変
厳
し
い
経
済
状

況
の
折
り
、
大
多
数
の
町
民
が

必
死
の
思
い
で
納
税
し
て
い
る
中

で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く

と
納
税
意
欲
の
低
下
や
行
政
不

信
を
招
く
恐
れ
も
心
配
さ
れ
ま

す
。 

　
町
民
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
上
か
ら
も
収
納
体
制
を
さ

ら
に
充
実
強
化
す
る
な
ど
、
町

民
の
信
頼
と
安
定
財
源
の
確
保

を
図
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。 

　
 
　
財
政
健
全
化
 

　
　
　
　
　
判
断
比
率
 

　
平
成
19
年
度
か
ら
新
た
に
公

表
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
そ
の
算
定

基
礎
と
な
る
書
類
は
、
い
ず
れ

も
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
特
別
会
計
・
企
業
会

計
も
含
め
た
町
の
将
来
の
財
政

状
況
な
ど
を
判
断
す
る
も
の
で
、

審
査
の
結
果
は
い
ず
れ
の
会
計

と
も
良
好
で
し
た
。 



平
成
２０
年
度 

決
算
審
査
報
告 

・賛成全員で可決すべきものと決定 
・歳入歳出それぞれに4億8,199万2千円を追加し、歳入歳出予算額の総額を64億5,480万1千円とする。 
  主な歳入 
○国庫支出金　子育て応援特別手当事業費：（3万6千円×190人）  ………………………………… 684万円 

　　　地域活力基盤創造交付金（道路6事業）……………………………………………… 5,095万円 
　　　学校情報通信技術環境整備事業（小学校パソコン教室）………………………… 324万8千円 
　　　地域活性化・経済危機対策臨時交付金（9事業）……………………………… 6,029万5千円 
　　　地域活性化・公共投資臨時交付金（2事業）………………………………………… 3,300万円 
　　　女性特有のがん検診推進事業（10/10　乳がん、子宮頸がん）………………… 207万7千円 

○県 支 出 金　障害者自立支援対策臨時特例交付金 ……………………………………………… 341万7千円 
　　　緊急雇用創出事業臨時特例交付金事業（10/10補助）…………………………… 131万1千円 

○財 産 収 入　財政調整基金増  ……………………………………………………………………… 397万9千円 
○寄　付　金　都市施設公社（基金）…………………………………………………………………… 5,000万円 

　　　旧三役・元課長（自主返納分）……………………………………………………… 71万4千円 
○繰　入　金　介護保険特別会計繰入金（19、20年度清算分）…………………………………  1,553万6千円 

　　　老人保健特別会計繰入金（19、20年度清算分）…………………………………… 322万9千円 
　　　財政調整基金繰入金 …………………………………………………………… △ 6,412万3千円 

○繰　越　金　20年度からの繰越増 …………………………………………………………… 2億6,122万8千円 
○諸　収　入　中学生海外派遣・受入事業（マグナ　15名分）…………………………………… △ 255万円 

　　　新潟県後期高齢者医療広域連合負担金精算金（20年度分）…………………… 1,271万7千円 
　　　共同浴場利益還元金（利益分の1/2）……………………………………………… 100万9千円 
　　　交通安全施設等整備事業増 …………………………………………………………… 3,450万円 

　 
 主な歳出 
○議　会　費　議会費（6月～3月　5％議員報酬削減）………………………………………… △ 457万8千円 
○総　務　費　一般管理費：特別職給料　町長40％、副町長35％、教育長5％カット………… △ 254万円 

　　　　　　　　　 職員期末手当　0.2月分減 ………………………………………… △ 1,993万円 
　　　　　　　　　 自動車購入費（地域活性化・経済危機対策臨時交付金）…………… 460万円 
　　　財産管理費：財政調整基金 ……………………………………………………… 1億6,833万円 
　　　企画振興費：中学生海外派遣事業 ………………………………………………… △ 600万円 
　　　情報化推進費：滞納管理システム・農地台帳システム更新（経済危機対策臨時交付金）2,500万円 
　　　三俣地域振興対策費：町なみ環境整備事業（都市再生整備計画策定）…………… 350万円 

○民　生　費　国県補助金精算返還金増 …………………………………………………………… 695万1千円 
　　　老人福祉費：老人保護施設措置費増（ゆのさと園1名）………………………… 125万3千円 
　　　子育て応援特別手当給付事業：（3万6千円×190人）  ……………………………… 684万円 

○衛　生　費　保健対策費：健康診断増（乳がん、子宮頸がん検診）………………………… 157万6千円 
　　　塵芥処理費：可燃ごみ処理費増（20年度精算金）……………………………… 381万3千円 

○商　工　費　観　光　費：事 務 補 助（緊急事業交付金対象）賃金………………………… 133万7千円 
　　　　　　　　　 印刷製本費（　　　　〃　　　　）増………………………………… 100万円 
　　　　　　　　　 新潟県スキー観光産業振興協議会補助金（山の手線中吊り広告） 
　　　　　　　　　（経済危機対策臨時交付金）事業総額4,200万円 …………………… 150万円 

○土　木　費　道路維持費：消雪施設増（公共投資臨時交付金）…………………………………… 600万円 
　　　道路新設改良費：物件補償料等（楽町3号線新設改良費）……………………… △ 400万円 
　　　橋梁維持費：橋梁長寿命化修繕計画事前点検増（地域活力基盤創造交付金） … 520万円 
　　　都市計画施設維持費：都市施設公社一般財団法人移行助成金 ……………… 4,068万2千円 

○消　防　費　災害対策費：新型インフルエンザ対策費消耗品増（経済危機対策臨時交付金）… 100万円 

一般会計補正予算審査特別委員会報告 一般会計補正予算審査特別委員会報告 委員長　南雲和夫 
平成21年度一般会計補正予算（第3号）について 

次ページにつづく 



主 な 質 疑 

平成21年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）―――――  賛成全員で可決 
　歳入歳出予算にそれぞれ75万3千円を追加するもの。主なものは介護従事者処遇改善臨時特例交付金96万3千
円、療養給付費等で1,411万3千円の歳入があったので、基金からの繰り入れ金を1,415万9千円減じた。 

平成21年度老人保健特別会計補正予算（第1号）―――――――  賛成全員で可決 
　歳入歳出予算からそれぞれ660万6千円を減ずるもの。これは精算分の予算であり、医療費の支払いも少ない
ことから、当初予算を減額するものである。 

平成21年度介護保険特別会計補正予算（第1号）―――――――  賛成全員で可決 
　既定の歳入歳出予算にそれぞれ2,617万7千円を追加する。前年繰越金が3,856万9千円出たので、準備基金か
らの繰入金を1,322万6千円減じ、さらに一般会計へ1,553万6千円を返還し、そのほかの支出の精算後残る828万
8千円を基金に積み立てるもの。 

平成21年度病院事業特別会計補正予算（第1号）―――――――  賛成全員で可決 
　職員給与のうち期末手当について支給期ごとに0.2月分を削減することに伴い、給与費を9万8千円削減するもの。 

平成21年度下水道特別会計補正予算（第1号）――――――――  賛成全員で可決 
　歳入歳出予算にそれぞれ2,803万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を11億1,962万5千円とするもの。歳入
の主なものは繰越金2,713万5千円の増、歳出の主なものは、人事異動による職員の給料、手当て等341万7千円
及び、施設改修基金積み立て金1,496万6千円の増、公共下水道費・処理場管理費の修繕費400万円の増、建設費
の委託料560万1千円を増額するもの。 

平成21年度水道事業会計補正予算（第1号）―――――――――  賛成全員で可決 
　収益的支出の事業費用・営業費に1,452万2千円を追加し事業費用総額を3億9,873万7千円とするもので、収益
的支出の主なものは原水及び浄水費の修繕費200万円の増、配水及び給水費の修繕費300万円の増、職員の給料、
手当等952万2千円を増額するもの。 

21. 9　平成21年度　特別会計補正予算 21. 9　平成21年度　特別会計補正予算 

○教　育　費　教育用財産管理費：学校施設整備基金積立分増………………………………………… 2億円 
　　　小学校管理費：要保護・準要保護就学援助費増（生活困窮） ……………………… 85万円 
　　　　　　　　　　特別支援教育就学援助費増………………………………………… 11万7千円 
　　　中学校管理費：要保護・準要保護就学援助費増（生活困窮） ……………………… 24万円 
　　　　　　　　　　特別支援教育就学援助費増 ………………………………………… 7万1千円 
　　　公 民 館 費：公民館ホール音響施設改修増（公共投資臨時交付金）…………… 700万円 
　　　学校給食費：給食センター厨房設備改修（経済危機対策臨時交付金）……… 1,400万円 
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■ 議員表決結果報告　21年9月定例議会 
・採決結果の記載方法（可＝賛成多数で可決・採択等の場合：否＝賛成少数で否決・不採択等の場合） 
・表決結果の記載方法（議員個々の賛否：賛成＝○・反対＝×・欠席＝欠・除斥＝除）：議長は採決に参加できません 
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9
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請

願

等
 

議
会
提
出
 

議 案 名 

湯沢町常勤特別職の職員に対する給与条例の一部を改正する条例の制定について 

湯沢町総合計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について 

ロータリ除雪車（2.2m級）購入契約の締結について 

湯沢町総合計画審議会委員の委嘱について 

病院運営審議会委員の委嘱について 

教育委員会委員の任命について 

勤労青少年体育センター解体工事に係る請負契約の締結について 

町道の変更認定について 

湯沢町環境基本条例の制定について 

湯沢町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

湯沢町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

平成21年度一般会計補正予算（第3号）について 

平成21年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について 

平成21年度老人保健特別会計補正予算（第1号）について 

平成21年度介護保険特別会計補正予算（第1号）について 

平成21年度下水道特別会計補正予算（第1号）について 

平成21年度水道事業会計補正予算（第1号）について 

平成21年度病院事業会計補正予算（第1号）について 

平成20年度一般会計決算について 

平成20年度国民健康保険特別会計決算について 

平成20年度老人保健特別会計決算について 

平成20年度後期高齢者医療特別会計決算について 

平成20年度介護保険特別会計決算について 

平成20年度下水道特別会計決算について 

平成20年度水道事業会計決算について 

平成20年度病院事業会計決算について 

平成21年度一般会計補正予算（第4号）について 

家族従業者の人権保障のために「所得税法第56条の廃止を求める意見書」採択を
求める請願 

子どもたちが学費を心配せず安心して私立高校で学べるようにするために、学費
軽減制度の拡充など公費（私学助成）の増額・拡充を求める意見書の採択に関す
る陳情 

改正貸金業法の早期完全施行等を求める陳情 

所得税法第56条の廃止を求める意見書 

私立高校生が学費を心配せず安心して学べるようにするために、学費軽減制度の
拡充など私学助成の増額・拡充を求める意見書 

改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書 
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その他 
○湯沢町総合計画審議委員会の委嘱について（任期2年）同意　敬称略 

　1号委員（公共的団体等の役員） 

　　林　敏幸（湯沢）　　小林庄一（湯沢） 

　2号委員（一般住民） 

　　綿貫靖夫（三国）　　冨沢実穂（湯沢）　　岸野礼子（湯沢） 

　　関口博文（湯沢）　　高橋幸伸（湯沢）　　今村紀子（神立） 

　　西河秀行（土樽） 

　3号委員（知識経験者） 

　　湯田　寛（南魚沼市）　　島田宏之（新潟市） 

　　高野浩一（津南町） 

 

○病院運営審議会委員の委嘱について（任期2年）同意　　敬称略 

　1号委員 

　　師田富士男（三国）新任　　関　忠夫（三俣）　再任 

　　南雲孝雄（神立）　新任　　高波泰斗（土樽）　新任 

　　岡田雅充（湯沢）　新任 

　2号委員 

　　笛木　　（神立）再選　　剱持善治（神立）再選 

　　高橋尚美（土樽）新任 

○教育委員会委員の任命について（任期4年）同意　　敬称略 

　　田村千葉雄（土樽）再任 



◆
6
月
 

8
日
〜
12
日
／
第
3
回
定
例
会
（
会

期
5
日
間
）
 

14
日
／
湯
沢
町
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
 

22
日
／
第
9
回
議
会
広
報
常
任
委
員

会
 

29
日
／
第
10
回
議
会
広
報
常
任
委
員

会
 

29
日
／
湯
沢
塩
沢
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
監
査
 

30
日
／
第
3
回
少
子
化
対
策
特
別
委

員
会
 

◆
7
月
 

3
日
／
第
7
回
全
員
協
議
会
 

3
日
／
高
齢
者
運
動
会
 

6
日
／
第
11
回
議
会
広
報
常
任
委
員

会
 

8
日
／
第
4
回
総
務
文
教
常
任
委
員

会
 

9
日
／
公
共
事
業
基
金
土
樽
協
議
会

総
会
 

9
・
10
日
／
全
国
森
林
環
境
税
創
設

促
進
議
員
連
盟
総
会
 

10
日
／
富
山
県
議
会
議
員
視
察
来
町
 

14
日
／
県
広
報
研
修
会
 

16
日
／
第
6
回
産
業
建
設
常
任
委
員

会
 

17
日
／
第
4
回
少
子
化
対
策
特
別
委

員
会
 

24
日
／
南
魚
沼
福
祉
会
退
任
施
設
長

を
囲
む
会
 

25
日
／
横
須
賀
美
術
館
視
察
研
修
 

27
日
／
第
6
回
議
会
運
営
委
員
会
 

27
日
／
湯
沢
塩
沢
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
総
会
 

28
日
／
第
4
回
臨
時
会
　
条
例
案
件

等
4
件
 

29
日
／
第
5
回
少
子
化
対
策
特
別
委

員
会
 

30
日
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
循

環
型
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
視
察
研

修
 

31
日
／
上
越
魚
沼
地
域
快
速
道
路
建

設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
 

◆
8
月
 

3
日
／
第
7
回
産
業
建
設
常
任
委
員

会
 

11
日
／
第
5
回
厚
生
福
祉
常
任
委
員

会
 

14
日
／
湯
沢
町
成
人
式
 

20
日
／
町
村
議
会
議
員
研
修
 

21
日
／
第
5
回
少
子
化
対
策
特
別
委

員
会
 

25
日
／
3
5
3
号
県
境
開
設
促
進
協

議
会
監
査
 

25
日
／
湯
沢
町
戦
没
者
慰
霊
祭
 

25
・
26
日
／
全
国
議
会
広
報
研
修
会
 

27
日
／
第
5
回
総
務
文
教
常
任
委
員

会
 

27
日
／
第
8
回
議
員
全
員
協
議
会
 

28
日
／
3
5
3
号
県
境
開
設
促
進
協

議
会
総
会
 

◆
9
月
 

4
日
／
第
7
回
議
会
運
営
委
員
会
 

4
日
／
第
12
回
議
会
広
報
常
任
委
員

会
 

●報告B第14号 
○高額療養費等の詐欺事件について 
内容 
　町としては約660万円のすべての資料を警察に
提出しており、事件の今後については、警察、検
察、裁判所の動向を見守ることとなる。また民事
事件としての損害賠償請求については、今後相手
方の弁護人が決定した後、その弁護人と話を進め
ることになろうかと思う。 
　職員には訓辞をしたところでもあり、二度とこ
のような不祥事が起きないよう万全を期したい。 
●議案第51号 
○湯沢町常勤特別職の職員に対する給与条例の一
部を改正する条例の制定について 

賛成多数　可決 
提案理由 
　「部下に対する管理監督責任」として町長、副
町長の給料について8月から3カ月、30％の減俸を

行う改正です。 
●議案第52号 
○湯沢町総合計画審議会条例の一部を改正する条
例の制定について 

賛成全員　可決 
提案理由 
　湯沢町の総合計画を2011年度からの10年間の計
画を作成することから、任期1年を2年に改正する
条例の改正です。 
●議案第53号 
○ロータリ除雪車（2.2m級）購入契約の締結につ
いて 

賛成全員　可決 
提案理由 
　平成5年に購入した1台が15年を経過し馬力の低下、
修理費用がかさんでいるため建設機械整備補助事
業により購入するものです。 

第4回　湯沢町議会臨時会 
開催期日　平成21年7月28日 



委
員
長
　
南

雲

和

夫

 

 





小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て 

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。 

小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て 

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。 

今 村 定 一  一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 



湯沢町社会福祉協議会 

一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 

半 澤 利 貞  

湯

沢

町
の
福

祉
に
つ
い
て 

湯

沢

町
の
福

祉
に
つ
い
て 



佐 藤 守 正  

国
民
健
康
保
険
行
政 

に
お
け
る 

弱
者
救
済
に
つ
い
て 

国
民
健
康
保
険
行
政 

に
お
け
る 

弱
者
救
済
に
つ
い
て 

一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 



一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 

田 村 計 久  

さ
ら
に
力
強
く
観
光
事
業
の
支
援
を 

さ
ら
に
力
強
く
観
光
事
業
の
支
援
を 



南 雲 　 正  

「
町
政
立
て
直
し
3
年
断
行
」の
成
果
と
 

石
川
遼
選
手
の
冬
場
活
動
拠
点
の
 

整
備
に
つ
い
て
 

「
町
政
立
て
直
し
3
年
断
行
」の
成
果
と
 

石
川
遼
選
手
の
冬
場
活
動
拠
点
の
 

整
備
に
つ
い
て
 

一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 



一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 

一 

般 

質 

問 

財
政
立
て
直
し
の
た
め
の 

具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
示
せ 

財
政
立
て
直
し
の
た
め
の 

具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
示
せ 

10
年
計
画
で
施
設
改
修
予
定
の 

湯
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー 



　
夏
場
の
天
候
不
順
に
よ
る
低
温
や
日

照
不
足
で
心
配
さ
れ
た
、湯
沢
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
も
、9
月
上
旬
以
後
天
候
に
恵
ま
れ
、

平
年
並
み
の
収
穫
量
が
確
保
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
 

　
天
候
不
順
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
、

夏
の
甲
子
園
大
会
で
は
日
本
文
理
高
校

が
県
勢
初
の
決
勝
進
出
、新
潟
人
ら
し
い

驚
異
の
粘
り
で
、準
優
勝
と
い
う
活
躍
を

見
せ
、多
く
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
の

に
続
き
、2
月
に
苗
場
で
行
わ
れ
た
ス
キ

ー
競
技
会
で
幕
を
開
け
た
「
ト
キ
メ
キ
新

潟
国
体
」
も
、県
内
全
域
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
45
年
ぶ
り
の
天
皇
、皇
后
杯
獲
得

の
新
潟
県
の
総
合
優
勝
で
幕
を
閉
じ
、私

た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
と
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
湯
沢
町
の
社
会
体
育
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

「
楽
し
も
う
ス
ポ
ー
ツ
、つ
く
ろ
う
仲
間
と

健
康
」
で
あ
る
よ
う
に
、誰
で
も
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、声
を
か
ら
し
て
応

援
し
、多
く
の
人
達
が
支
え
る
「
す
る
、

見
る
、支
え
る
」
が
ス
ポ
ー
ツ
の
3
大
要

素
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
国
体
を
通
じ
て
、そ
の
下
地
は
で
き
た

は
ず
で
す
。
わ
が
町
に
お
い
て
も
更
に
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、「
誰
で

も
、ど
こ
で
も
、い
つ
で
も
」ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
環
境
を
つ
く
り
、草
の
根
の
地
域

ス
ポ
ー
ツ
を
元
気
づ
け
る
こ
と
が
、町
民

間
の
交
流
を
深
め
、絆
を
築
く
き
っ
か
け

づ
く
り
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
清
水
道
夫
新
教
育
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
 湯沢町教育長 

 清 水道夫 さん 
（南魚沼市  塩沢） 
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﹇
き
ず
な
﹈ 

広
報
委
員
　
森
下
昌
次 

編
集
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

　
湯
沢
町
議
会 

　
　
　
　
広
報
常
任
委
員
会 


